理科学習指導案

東広島市中学校理科教育実践研修　研修グループ
東広島市立磯松中学校（授業）
東広島市立八本松中学校，東広島市立西条中学校
東広島市立福富中学校，東広島市立安芸津中学校

１　日時・場所　　令和元年１１月１８日（月）　５校時　　　第２理科室
２　学年・学級　　１年４組（男子１７名　女子１４名　　計３１名）
３　単　元　名　　「身の回りの現象」　新しい科学１　東京書籍
４　単元について
[bookmark: _GoBack]　○単元観
　　小学校では，第３学年で，日光は直進し，鏡などで集めたり反射させたりできることについて学習している。本単元では，理科の見方・考え方を働かせ，光についての観察，実験などを行い，身近な物理現象を日常生活や社会と関連付けながら理解させるとともに，それらの観察，実験などに関する技能を身に付けさせ，思考力，判断力，表現力等を育成する。ここでは，光の進み方に関する身近な現象と関連させながら，光の反射や屈折の実験を行い，光が水やガラスなどの物質の境界面で反射，屈折するときの幾何光学的な規則性を見いだして理解させることがねらいである。
　○生徒観
　　本学級の生徒は，明るい雰囲気を持っており落ち着いて授業に参加することができる。６月初旬に行った授業アンケートにおいて「理科が好きだ」「授業がよくわかる」の項目に肯定的回答をした生徒は，それぞれ８６％，９６％と高い割合であった。しかし，「自分の考えや予想をもとに観察や実験の計画を立てて実施している」の項目において肯定的に回答した生徒は６０％で，自分で疑問を持って問題解決に取り組むことが少ない面が見られる。「理科の授業で学んだことを，普段の生活で使ったり，どのような場面で使えるのかを考えたりしている」では，５３％と約半数ほどの生徒しか普段の生活に生かすことができていない。また，「自分の考えをまわりの人に説明したり発表したりしている」の項目では，６３％と自分の意見や考えを相手に伝えることに苦手意識を持っている生徒も多い。
　○指導観
学習の導入に当たっては，光源から出た光を複数の鏡を使って反射させ設置した的に当てるなど，鏡に入射する光と反射する光との関係について，問題を見いだす活動などを行う。また，身近な事象として虹や水面に映った景色，日常生活や社会で活用されているものとしてテレプロンプターや光ファイバーケーブルなどを示し，問題を見いださせるようにする。
反射については，例えば，光を鏡で反射させる実験を行い，光の進む道筋を記録させ，入射角と反射角が等しいことを見いだして理解させるとともに，鏡に映る像を光の反射と関連させて理解させる。 　屈折については，例えば，台形ガラスや半円形ガラス，プリズムなどを適宜用いて実験を行い，光が空気中からガラスや水に進むときは，入射角よりも屈折角が小さくなるように進み，入射角を変化させるにつれて屈折角が変化することを見いだして理解させる。また，光がガラスや水から空気中に進むときは，空気中からガラスや水に進む経路の逆をたどり，入射角よりも屈折角が大きくなるように進むこと，さらに，入射角を大きくしていくと全反射が起こることを見いだして理解させる。このように光の屈折については，入射角と屈折角の定量的な大小関係に触れる。
本時では，簡単なテレプロンプターなどのものづくりを取り入れ，探究の過程を通して原理や仕組みの理解を深めさせ，興味・関心を高めさせたい。
〇理科の見方・考え方
　　　自然の事物・現象を主として量的・関係的な視点で捉え，比較したり，関係付けたりするなどの科学的に探究する方法を用いて考えること。

５　単元の目標
身近な物理現象について，問題を見いだし見通しをもって観察，実験などを行い，光の反射や屈折，凸レンズの働き，音の性質，力の働きの規則性や関係性を見いだして表現すること。
　　　

６　単元の評価規準
	自然事象への
関心・意欲・態度
	科学的な思考・表現
	観察・実験の技能
	自然事象についての
知識・理解

	・光の反射・屈折・凸レンズの働きに関する事物・現象に進んでかかわり，それらを科学的に探究しようとするとともに，事象を日常生活とのかかわりでみようとする。

	・光の反射・屈折，凸レンズの働きに関する事物・現象の中に問題を見いだし，目的意識をもって観察，実験などを行い，光が反射，屈折するときの規則性，凸レンズにおける物体の位置と像の位置や大きさとの関係などについて自らの考えを導き表現している。
	・光の反射・屈折，凸レンズの働きに関する観察，実験の基本操作を習得するとともに，観察，実験の計画的な実施，結果の記録や整理などの仕方を身に付けている。
	・光が反射，屈折するときの規則性，凸レンズにおける物体の位置と像の位置や大きさの関係などについて基本的な概念や原理・法則を理解し，知識を身に付けている。



７　指導と評価の計画（全１０時間）
	
時
	
学　習　内　容
	評　　　　　価
	
評価方法

	
	
	関
	思
	技
	知
	評　価　規　準
	

	１
	○光の現象の具体例について話し合い，空気中や水中を光が直進することを見いだす。
	◎
	
	
	
	○身近な光の現象や用いられている例について関心をもっている。
	観察

	２


	○光源装置からの光を鏡に当てて反射させ，規則性を見いだす。
	
	
	◎

	
	○反射の実験を行い，結果を表や図で示している。
	ﾜｰｸｼｰﾄ


	３

	○結果を作図し，反射の法則を導く。鏡に映る像を作図する。
	
	◎
	
	

	○光の反射の実験結果から規則性を見いだし，自らの考えを表現している。
	ﾜｰｸｼｰﾄ


	４
	○光源装置からの光を台形ガラスに当てて，屈折の様子を観察する。
	
	
	◎
	

	○屈折の実験を的確に行い，結果を表や図で示している。
	ﾜｰｸｼｰﾄ


	５
	〇結果を作図し，屈折の法則性，全反射が起こる条件を見いだす。
	
	◎
	
	
	〇光が屈折するときの規則性，全反射がおこる条件について見いだしている。
	観察

	６
	〇テレプロンプターの光の道筋がどうなっているのかを説明する。
	
	◎
	
	
	〇テレプロンプターの光の道筋はどのようになっているかを光の反射や屈折の規則性を活用して説明することができる。
	観察
ﾜｰｸｼｰﾄ

	７
	〇レンズを使った道具などの例や小学校で学習したこと体験したことを発表する。
	◎
	
	
	
	〇身近な光の現象，鏡やレンズを用いている例について関心をもっている。
	発言内容
観察

	８
	〇光源の位置を変えたときの像の位置や大きさなどを調べる。
	
	◎
	
	
	〇凸レンズの働きの実験結果から規則性を見いだし，適切に表現している。
	ﾜｰｸｼｰﾄ
観察

	９
	〇凸レンズを通る光の性質を基に像の作図を行う。
	
	
	◎
	
	〇光の学習に対する自分の考えや学習の成果，日常生活への活用などを記述している。
	ﾜｰｸｼｰﾄ


	10
	〇これまでの学習を生かして，カメラ，潜望鏡などを製作し，理解を深める。
	
	
	
	◎
	〇作品を完成させ，レンズの働きの知識を基にカメラの像のでき方の仕組みを説明している。
	観察
評価ﾃｽﾄ



８　本時の展開
（１）本時の目標（ねらい）
　　　　光の性質や光の反射や屈折などの学習してきたことを活用して，テレプロンプターの仕組みについて作図などを通して説明することができる。
（２）観点別評価規準
　　　　テレプロンプターの光の道筋はどのようになっているかを光の反射や屈折の規則性を活用して説明することができる。（科学的な思考・表現）
（３）準備物
テレプロンプターのモデル　光源　教科書　ワークシート　






（４）学習の展開
	
学習活動
	指導上の留意事項（◇）
(◆「努力を要する」状況と判断した生徒への指導の手立て)
	評価規準【観点】
（評価方法）

	１　問題を発見する。
　・テレプロンプターのモデルを提示し，課題や疑問を発見する。
課題を自ら発見する


【授業実践のポイント】
・課題発見解決学習になるような授業の構成をし，特に課題の発見に重点を置いた。
・授業の導入で，生徒に簡易テレプロンターを使って長文を読んで実演してもらい，「どうして話し手は見えるのか」「どうして聞き手は見えないのか」という課題を自然に持たせるようにした。










【実践をふり返って】
・学習課題に無理に導くのではなく，生徒の感じる疑問や課題を複数引き出して，それぞれの意見について吟味しながら，課題の設定をしていくことで，生徒が課題を自分事として捉え，主体的に解決することができるようになると感じた。

	◇生徒に疑問や問題を発見させるようにする。




[image: C:\Users\CISOM31\Pictures\Camera Roll\WIN_20200221_15_46_37_Pro.jpg]

[image: C:\Users\CISOM31\Pictures\Camera Roll\WIN_20200221_15_53_09_Pro.jpg]
	

	２　本時のねらいと学習課題を確認する。[bookmark: _Hlk16757036][bookmark: _Hlk16757037][bookmark: _Hlk16757038][bookmark: _Hlk16757039]学習課題　テレプロンプターの仕組みを説明しよう。
（テレプロンプターの光の道筋はどうなっているのだろうか。）
本時のねらい
テレプロンプターなど日常生活や社会で使用されているものの中から光についての問題を見いだし，光の性質や光の反射や屈折などの学習してきたことを活用して説明し，解決することができる。

	



	

	３　テレプロンプターのモデルを使って見え方を確認する。仮説を立てる



・班で話し合い，互いの考えを共有し，検討・改善して，班としての考えをまとめる。実験し検証する


[image: C:\Users\CISOM31\Pictures\Camera Roll\WIN_20200221_11_16_57_Pro.jpg]
[image: C:\Users\CISOM31\Pictures\Camera Roll\WIN_20200221_11_17_32_Pro.jpg]




【実践をふり返って】
・生徒は光が反射していることはすぐに理解し，光の進み方を作図することができたが，光の道筋をどうやったら確認することができるか，仮説を検証する方法を考えることが難しかった。光源装置やレーザー光線を使えば光の道筋を確認することができるので，単元を通して，光の道筋の視覚化を図る方法を意識づけておけば，仮説の検証の方法として生徒自ら考えることができたのではないかと思う。






４　班ごとに光の進み方を記入する。
　・班ごとに逆さに見える理由を記入させる。考察


	◇モデルを使って見え方を確認させる。（複数の文字や図を見る）


◇光の進み方を考えやすくするために，図が入ったワークシートを用いる。
[image: C:\Users\CISOM31\Pictures\Camera Roll\WIN_20200221_15_48_51_Pro.jpg]◆うまく考えられない班を支援する。










◇班での話し合いをまとめるために，ホワイトボードを用意する。


	・テレプロンプターの光の道筋を光の反射や屈折の規則性を活用して説明することができる。
【科学的な思考・表現】
[image: C:\Users\CISOM31\Pictures\Camera Roll\WIN_20200221_16_06_02_Pro.jpg]（観察，ワークシート）

た



	５　班ごとで考察を発表し，全体で考え
を共有する。
予想される生徒の考え
○話し手の方向には光が反射している。
○聞き手の方向には光が進まないので光が見えない。
○上の方向には光が直進しているから上から見える。



まとめ


まとめ　
話し手の方には光が反射しているから見ることができる。聞き手の方向には光が進まないから見えない。上の方向には光が少し屈折して進んでいるから上からは見ることができる。





	◇光が境界面で反射したり，直進したりしていることに気付かせる。







	

	６　本時の学習を振り返り，次時の学習内容を知る。振り返り

	◇本時を振り返り，次回の学習へつなげていく。
	



＜授業で使用したワークシート＞
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1年（　　）組（　　）番氏名（　　　　　　　　　　）
学習課題





仮説





光の道筋光源
聞き手
話し手
上の方向
















考察






まとめ





＜実際の生徒のワークシート＞
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image3.jpeg




image4.jpeg




image5.jpeg




image6.jpeg




image7.emf

image1.jpeg




image2.jpeg
S

=

ﬂ‘

%E-
Y= 7





